




































数学科教育語学習指導案
学生番号 2012SE286
氏名 安井耕平

1 日時 平成26年6月 24日
2 使用教材 新編数学 E
3 単元 第5章指数関数と対数関数

第1 節指数関数

指数関数と対数関数の知識を深める
指数関数を対数関数で表し、計算できるようにする
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事正面薗意而扇面白覆菅
前回の復習次の計算をせよ
(1) 2x=4 (2) 3x= 工 (3) 33 X 32=x (4) (22)ζx 

27 

(1)4=22よりX=2
(2)1127=1133より X=-3
(3)am x an=am+判より 33 x 32=35=243 

(4){am)"=amnより (22i=24=16

展開 |指数関数のグラフを書く
(25分) I例y=2xを調べてみる

X -3  -2 -1 0 1 2 3 

Y 0.1250.250.5 1 2 4 8 

上の座標平面上でのX.Yで表すと下の図のよ.
うな曲線上になる !なぜこのような曲
一一…一一一…一一一一一一一一……一一一七|線のグラフになる

10 -，かを説明する
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言語λ11:わ云守泌両副/2YIゐゐ;1増加関数と減少関
ー |数との違いをはっき

2はy=2xのグラフと湘』関して対称であ|りさせておく。

指数関数の特徴
y=axのグラフに関して次のことがいえる
a>1 のとき、 xの値が増加するとyの値も増
加する=>増加関数という
Oくaく 1 のときxの値が増加するとyの値
は減少する=>減少関数という
問 1
次の指数関数のグラフをかけ
(1)y=3x (2)y=(1I3Y 



指数関数の大小
次の三つの数の大小を不等号を用いて表せ

回固固の場合
固く固く固 とわかる

固回凶 のように
累乗根が入るときの大小を考える
解答
上の三つの数字をJを使わずに表現すると

固=三回=ぷ困ぷ
と変形することができる
これの指数を比較すると

間2

1 ど三ど三より
2 ‘ 5 -3 

固く固く固 となる

次の三つの数の大小を不等号を用いて表せ

沼 切7 V否
解
fを使わずに表現すると

切=封切7 =3'* 切=3告
1 2 3 
一<-くで より
3 ::3 4 

VE く拐く沼ヲ
整理 |福数関数のグラフについての増加関数と減
(2分少関数との違いを確認する

累乗根が入っている大小関係を解くには指数
法則を使わないと解けないものなので指数法
則を復習しておく

」の単元に入る前
に累乗根につい
て軽く復習する



数学科教育法A 学習指導案 2012se243 

1，日時

2，使用教材

3，単元

4，単元の目標

5，本時の目標

6，本時の計画

時間

導入 (10 分)

田畑亜紀斗

平成 26 年 7 月 1 日

未来へ広がる数学①(啓林館)

第 7章資料の活用

資料のまとめたものから正確な情報を得る。

情報から資料を作れるようにする。

基本的な言葉に意味を理解し正しく求められる

ようになる。

学習内容 指導上の留意点|
新しい単元と単語の説明(度数分布) 言葉で表してし!
-階級:整理した 1 つの区間 まうとわかりに l

-度数:資料の個数 くいので身近な

-度数分布表:階級ごとに度数を整理 例を用いて説明

した表 -授業に入り込

-ヒストグラム:度数分布表をグラフ めるように生徒

にしたもの 全員参加できる

-度数分布多角形:グラフの点、を線で ようにする。

つないだもの

-相対度数:

各階級の度数/度数の合計

※ただし少数第 2位までが基本

展開(1 7 分)

整理般労) . 

' 

-実際の問題を解く 導入で学ん

ある中学生のクラスの 17 人のハンドポー だ言葉を交

ル投げの記録は次のようになった。 えながら、わ

29.1 29.3 20.3 19.3 33.6 39.0 かりやすく

22.6 30.7 28.9 31.5 24.6 25.5 かっ間違い

30.2 19.5 28.4 30.0 26.4 が起こらな

(1)図の度数分布表に整理しなさい。 いように工

(2)度数がもっとも多いのはどの階級か。 夫したやり

(3)記録が 30.0m 以上の生徒は何人か。 方を見せな

(4)上から 13 番目の記録の階級はどこか。 がら授業を

(5)ヒストグラムを作成せよ。 進めてb 、く。

(6)25.0-30.0 の相対度数を求めよ。
P 

記録 度数{相対度数)
E 

15.0-20.0 2 

20.0-25.0 3 恒F 

25.0-30.0 6(0.35) ー，

30.0-35.0 5 ... 
~ 

35.0-40.0 1 

合計 17 

単向肘書き方求め方の醐 -j醐B ] 



数学科教育法 A 学習指導案

1.日時 平成 26 年 7 月 7 日ωく)4 時間目

2. 使用教材 未来lこ広がる数学 3 (啓林館)

3. 単元 3 寧二次方程式

1節 二次方程式

1) 二次方程式とその解き方

2) 二次方程式の解の公式 (本時)

3) 二次方程式と因数分解

2節 二次方程式の利用

学生番号 2011SE142 

氏名久野光世

4. 単元の自標 二次方程式について理解 L，それを用いて考察することができるよう lこする凶

.1) 三次方程式の必要性主意味及びその解の意味を理解すること。

• 2) 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと e
・ 3) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くことー

.4) 二次方程式を具体的な場面で活用すること。

5. 本時の目標 解の公式を知ること、そして解の公式を使って二次方程式を解くを求めることができるU
6. 本時的計画

段階 学管内容および抜脅計画 指導 tの留芯ー点、

時間

導入 -前回の復初 前回の俊明は生徒にあてながら復

a' = b 留するc

55} (x+m)' ~n 

x'+px+q=Oの復刊

展開 3x'+5x+l =0の場合

20分 両辺を 3 で割ることにより x'+px+q=Oの時と Jòl じ方法で

解くことができる，

両辺をx'の係数で拘lると

S 具体例を用いて解の公式の証明の
x.+3X=3 仕方を示す

数の項を移項して

X内‘ +-5x= ー一1 
3 3 

xの係数の 'f分の 2乗を両i旦に~すと

5(;)Z1(;)z x'+jx+tiJ =司王+

左辺を平行の形にして

(x+~r ~一3←36 

(X3225-1Z 
+-=1 一一一一

36 

よって

5';百
x=-ー6 士-一一6

-5:1: ,Jï3 
x~ ー一ーーー一ーーー

6 

同じようにaz' + bx + c ~ 00)場合

河辺をx'の係数で'tIJる止

x'+~x+ 一c =0 
文字を用いて解の公式を証明

α a 

数の項を移項して

2 , b 
x6 + -;r =一一

a a 

xの係数の半分の 2 乗を両辺に足すと

~x +(去f =-~去f
左辺を平行の形にして

(去)' ~ -~+~ X +-=-1 ーーa+巴 442

(X4)2bz-伽+=-1 一一一4a一z一

よって

b ，JbZ士耳石
x+ ー=土ー一一ーー

2a - 2a 

b ，fb2て石2c
x= ーーïa:!:-ーーーzーaーー』ー

-b 士，fb2士有E
x= 

2a 

解の公式を示す

解の公式;

-b 士 .fbτ士石E
x= 

2a 



例 1

3x'-5x-1 =0 , 
解の公式においてa=3， b=-5 , c=-1なので

一(寸)士 J(-5)2 -4x 3 x (ー 1) 実際に問題を解いてみる

x 2x3 

5 士ゾ豆7
x= ーーーー一一ー

6 

例 2

5x' + 7x+ 2 = 0 

解の公式においてa = 5, b = 7, C = 2なので

ー7 士、J72 4x5x2
x= 

2x5 

-7 土 d事
x= ーーー一ーーー

10 

-7 土 3
X コーーーーーーー

10 

z 
X=-5 ,-1 

整理 b 士.fiï2亡石E

5 分
x= 

2a 

解の公式の復脅およびあてはめかたの再確訟

宿題 間 1&悶 2 授業の時間が余れば授業でやる


